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手
軽
で
経
済
的
な
乗
り
物
と
い
う
こ
れ
ま
で
の

イ
メ
ー
ジ
に
、「
オ
シ
ャ
レ
」「
健
康
的
」「
ス
ポ
ー

テ
ィ
ー
」
と
い
う
要
素
が
加
わ
っ
た
昨
今
の
自
転

車
ブ
ー
ム
。
ポ
タ
リ
ン
グ
（
自
転
車
散
歩
）、ツ
ー

キ
ニ
ス
ト
（
自
転
車
通
勤
者
）
な
ど
の
新
語
も

生
ま
れ
、
素
敵
な
バ
イ
シ
ク
ル
・
ラ
イ
フ
を
紹
介

す
る
雑
誌
も
続
々
と
創
刊
さ
れ
て
い
ま
す
。
幹

Ｃ
Ｉ（
国
際
自
転
車
競
技
連
合
）
公
認
の
自
転

車
レ
ー
ス
「
ジ
ャ
パ
ン
カ
ッ
プ
サ
イ
ク
ル
ロ
ー
ド
レ
ー

ス
」
は
、
世
界
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
選
手
た
ち
の
活

躍
を
見
よ
う
と
全
国
か
ら
６
万
人
以
上
も
の
フ
ァ

ン
が
集
う
大
イ
ベ
ン
ト
と
な
って
い
ま
す
。

　

ま
た
、
日
本
初
の
地
域
密
着
型
プ
ロ
サ
イ
ク
ル

ロ
ー
ド
レ
ー
ス
チ
ー
ム
「
宇
都
宮
ブ
リ
ッ
ツ
ェ
ン
」

の
活
動
拠
点
で
あ
る
こ
と
、
多
く
の
競
輪
選
手

を
輩
出
し
て
い
る
こ
と
な
ど
を
見
て
も
、
宇
都
宮

が
自
転
車
と
縁
の
あ
る
ま
ち
で
あ
る
こ
と
は
間
違

宇
都
宮
市
が
め
ざ
す
新
し
い
都
市
像
と
は
？

の
後
自
転
車
に
価
値
を
見
出
し
た
首
長
の
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
の
も
と
相
当
な
時
間
と
お
金
を
掛
け

て
自
転
車
の
ま
ち
が
作
ら
れ
た
の
で
す
。

　
「
街
を
居
心
地
の
良
い
リ
ビ
ン
グ
ル
ー
ム
に
」
を

モ
ッ
ト
ー
に
掲
げ
、
50
年
も
の
歳
月
を
か
け
て
約

２
万
５
千
k
m
の
自
転
車
専
用
道
路
を
整
備
し

た
グ
ロ
ー
ニ
ン
ゲ
ン
や
、
２
千
台
の
シ
テ
ィ
ー
バ
イ

ク
を
街
に
備
え
、
今
や
人
口
の
約
36
％
の
人
が

自
転
車
で
通
勤
や
通
学
を
す
る
コ
ペ
ンハ
ー
ゲ
ン
。

大
都
会
ニュ
ー
ヨ
ー
ク
で
も
３
年
間
で
３
０
０
k
m

以
上
の
自
転
車
専
用
レ
ー
ン
を
整
備
し
、
市
営
バ

ス
に
折
り
畳
み
自
転
車
対
応
を
義
務
付
け
る
な

ど
、
積
極
的
な
取
り
組
み
を
行
って
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
都
市
の
先
進
的
な
取
り
組
み
を
モ
デ

ル
に
、
日
本
各
地
で
も
自
転
車
を
生
か
し
た
ま

ち
づ
く
り
の
動
き
が
広
ま
って
い
ま
す
。
し
か
し
、

そ
の
多
く
は
観
光
振
興
を
目
的
と
し
た
レ
ン
タ
サ

イ
ク
ル
事
業
な
ど
が
主
で
、
街
全
体
を
「
自
転

車
の
ま
ち
」
と
し
て
整
備
し
よ
う
と
い
う
宇
都

　原油価格の高騰や景気低迷を背景に、日常の移動手段として自転車を選択
する人が増えています。特にスタイリッシュで健康的、環境にやさしいという
イメージからスポーツバイクの注目度が高く、先月開催されたジャパンカップ
サイクルロードレースも大きな話題となりました。
　そんな中、宇都宮市は今、「自転車のまち推進計画」の策定を進めています。
今後、私たちの暮らしやまちに、自転車がどんな変化をもたらすのでしょうか。
自転車のまちの魅力や自転車ライフについて取材しました。

 

自
転
車
が
、

 

暮
ら
し
を
変
え
る

「
自
転
車
の

  
ま
ち
づ
く
り
」

線
道
路
沿
い
や
住
宅
地
で
も
、
レ
ー
サ
ー
仕
様
の

ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
か
ぶ
っ
た
サ
イ
ク
リ
ス
ト
を
目
に
す

る
こ
と
が
多
く
な
り
ま
し
た
。

　

確
か
に
、
市
街
地
を
中
心
に
比
較
的
平
坦
な

土
地
に
恵
ま
れ
た
宇
都
宮
市
で
生
活
す
る
人
に

と
っ
て
、
自
転
車
は
と
て
も
身
近
な
乗
り
物
で

す
。
１
９
９
０
（
平
成
２
）年
に
開
催
さ
れ
た
ア

ジ
ア
初
の
世
界
選
手
権
自
転
車
競
技
大
会
ロ
ー

ド
レ
ー
ス
に
市
内
は
大
い
に
沸
き
、
１
９
９
２（
平

成
4
）
年
か
ら
毎
年
10
月
に
開
催
さ
れ
て
い
る
Ｕ

い
な
い
よ
う
で
す
。

　

し
か
し
、
現
状
の
ま
ま
の
宇
都
宮
市

を
「
自
転
車
の
ま
ち
」
と
呼
ぶ
こ
と
に

違
和
感
を
感
じ
る
と
い
う
人
も
少
な
く

あ
り
ま
せ
ん
。
例
え
ば
、
交
通
手
段
分

担
率
（
通
勤
通
学
で
使
っ
て
い
る
人
の

割
合
・
平
成
12
年
国
勢
調
査
）
を
見
て

も
、
本
市
の
交
通
手
段
は
全
国
平
均
と

比
較
し
て
鉄
道
利
用
者
が
極
端
に
少
な

く
、
自
家
用
車
利
用
者
が
多
い
と
い
う

実
態
が
う
か
が
え
ま
す
。
１
人
当
た
り

の
Ｃ
O
２
排
出
量
は
全
国
の
都
道
府
県

庁
所
在
地
の
中
で
４
番
目
に
多
い
と
い
う

調
査
結
果
も
公
表
さ
れ
て
お
り
、
宇
都

宮
市
は
「
車
の
ま
ち
」
と
言
わ
ざ
る
を

得
な
い
状
況
で
す
。

　

世
界
に
目
を
転
じ
れ
ば
、パ
リ
、ロ
ン
ド
ン
、ニュ
ー

ヨ
ー
ク
、
コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
、
グ
ロ
ー
ニ
ン
ゲ
ン
（
オ

ラ
ン
ダ
）
な
ど
、
欧
米
に
は
自
転
車
の
ま
ち
と
し

て
知
ら
れ
て
い
る
都
市
が
数
多
く
あ
り
ま
す
。

　

カ
バ
ン
を
斜
め
が
け
に
し
て
長
い
自
転
車
専
用

レ
ー
ン
を
疾
走
す
る
会
社
員
や
、
緑
の
休
憩
ス

ポ
ッ
ト
で
自
転
車
を
停
め
て
く
つ
ろ
ぐ
親
子
連

れ
…
時
折
映
像
で
紹
介
さ
れ
る
〝
自
転
車
の

ま
ち
〟
の
風
景
は
、
豊
か
で
フ
ァッ
シ
ョ
ナ
ブ
ル
。

ま
さ
に
理
想
と
す
る
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
が
映
し
出

さ
れ
ま
す
。

　

し
か
し
、
こ
れ
ら
の
都
市
が
す
べ
て
、
最
初

か
ら
自
転
車
の
ま
ち
だ
っ
た
わ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
過
去
に
一
度
は
車
社
会
を
経
験
し
、
そ

宮
市
の
計
画
は
、
か
な
り
先
駆
的
。
チ
ャ
レ
ン
ジ

ン
グ
と
も
言
え
る
取
り
組
み
で
す
。

　

果
た
し
て
、宇
都
宮
が
欧
米
の
都
市
の
よ
う
に
、

名
実
と
も
に
「
自
転
車
の
ま
ち
」
と
な
る
こ
と

が
で
き
る
の
で
し
ょ
う
か
？　

計
画
策
定
を
担
当

し
て
い
る
宇
都
宮
市
総
合
政
策
部
交
通
政
策
課

を
訪
ね
て
、「
自
転
車
の
ま
ち
推
進
計
画
」
に
つ

い
て
う
か
が
い
ま
し
た
。

　

宇
都
宮
市
で
は
2
0
0
3（
平
成
15
）
年
に

「
自
転
車
利
用
活
用
基
本
計
画
」
を
策
定
し
、

こ
れ
ま
で
自
転
車
走
行
環
境
や
利
用
環
境
の
改

善
、他
の
交
通
手
段
と
し
て
の
連
携
の
強
化
な
ど
、

交
通
手
段
と
し
て
の
利
便
性
を
高
め
る
と
い
う

視
点
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
整
備
を
行
って
き
ま
し
た
。

こ
の
計
画
の
最
終
年
次
に
あ
た
る
今
年
度
、
新
た

な
自
転
車
活
用
の
計
画
（
期
間
は
２
０
１
１
（
平

成
23
）
年
度
か
ら
５
年
間
）
と
し
て
「
自
転
車
の

ま
ち
推
進
計
画
」の
策
定
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

現
在
ま
で
に
ま
と
ま
っ
た
素
案
に
よ
る
と
、
目

標
は
「
自
転
車
の
ま
ち
宇
都
宮
」
の
実
現
。
誰

も
が
安
全
に
便
利
に
楽
し
く
自
転
車
が
利
用
で

き
る
と
共
に
、
人
や
環
境
に
や
さ
し
い
自
転
車
を

愛
す
る
ま
ち
を
目
指
す
と
う
た
わ
れ
て
い
ま
す
。

施
策
の
柱
と
な
る
の
は
、

の
４
項
目
で
、
市
内
の
自
転
車
交
通
分
担
率
を

現
在
の
20
％
か
ら
25
％
に
ア
ッ
プ
す
る
こ
と
を
10

年
後
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
目
標
と
し
て
掲
げ
て
い
ま
す
。

　

新
計
画
に
基
づ
く
新
規
重
点
事
業
と
し
て
計

画
さ
れ
て
い
る
の
は
、
ま
ず
「
安
全
」
で
は
新
た

な
自
転
車
走
行
空
間
の
整
備
と
、
交
通
安
全
教

室
等
の
継
続
・
拡
充
。
こ
れ
ま
で
市
で
は
優
先

整
備
路
線
を
選
定
し
、自
転
車
専
用
通
行
帯
（
４

路
線
4.
1
k
m
整
備
済
）
や
、
自
転
車
歩
行

者
通
行
帯
（
6
路
線
3.
7
8
k
m
整
備
済
）、

注
意
換
気
表
示
（
３
路
線
８
箇
所
整
備
済
）
の

カ
ラ
ー
舗
装
整
備
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
新
計

画
で
は
自
転
車
走
行
空
間
の
整
備
延
長
目
標
を

25.
4
k
m
と
し
て
お
り
、
安
全
面
の
効
果
が
高

い
カ
ラ
ー
舗
装
整
備
に
よ
り
、
人
身
事
故
な
ど
が

減
少
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

宇
都
宮
が

﹁
自
転
車
の
ま
ち
﹂に
？

手
間
も
お
金
も
か
か
る

﹁
自
転
車
の
ま
ち
づ
く
り
﹂

﹁
安
全
﹂﹁
快
適
﹂﹁
楽
し
さ
﹂

﹁
健
康・エ
コ
﹂が
柱

宇都宮市 総合政策部
交通政策課 
交通計画グループ

田代 卓也さん
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安
全
の
ソ
フ
ト
面
に
つ
い
て
は
、
現
在
市
内
の
全

小
学
校
で
４
年
生
を
対
象
に
自
転
車
運
転
免
許

事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
今
後
は
高
校
生
や
一

般
社
会
人
、
高
齢
者
に
向
け
た
交
通
安
全
教
室

の
開
催
な
ど
も
検
討
し
、
市
民
の
安
全
意
識
を

高
め
て
い
く
計
画
で
す
。

　
「
快
適
」
に
つい
て
の
具
体
的
な
取
り
組
み
で
目

を
引
く
の
は
、
休
憩
ス
ポ
ッ
ト
と
な
る
自
転
車
の

駅
の
新
設
。市
内
����
カ
所
が
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
他
、
鉄
道
駅
周
辺
、
バ
ス
停
付
近
の
駐
輪
場

整
備
も
進
め
ま
す
。

　
「
楽
し
く
」
で
は
、
観
光
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
の
導

入
や
モ
ビ
リ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の
整
備
、
自
転
車
マッ

プ
の
作
成
な
ど
、
観
光
・
ス
ポ
ー
ツ
と
い
う
視
点

を
重
視
し
た
取
り
組
み
に
重
点
が
置
か
れ
ま
す
。

レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
に
関
し
て
は
、
従
来
の
レ
ン
タ
サ

イ
ク
ル
事
業
（
市
内
４
カ
所
で
貸
し
出
し
・
１
日

１
回
１
０
０
円
）
に
加
え
て
、
本
年
����
月
か
ら
モ

デ
ル
事
業
と
し
て「
お
も
て
な
し
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
」

（
ホ
テ
ル
宿
泊
者
の
み
利
用
可
・
無
料
）
が
市
中

心
部
周
辺
の
７
ホ
テ
ル
で
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

最
後
の
「
健
康
と
エ
コ
」
の
新
規
事
業
と
し
て

は
、
自
転
車
の
モ
ニ
タ
ー
事
業
を
実
施
。
市
内

企
業
の
従
業
員
に
通
勤
な
ど
で
の
自
転
車
の
利

用
促
進
を
依
頼
し
、
健
康
面
な
ど
へ
の
自
転
車

利
用
の
効
果
の
検
証
を
行
い
ま
す
。

　
「
ち
ょ
う
ど
今
が
、
車
か
ら
自
転
車
へ
の
転
換

期
だ
と
思
い
ま
す
。『
自
転
車
の
ま
ち
宇
都
宮
』

を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
自
転
車
が
快
適
に
走

れ
る
空
間
を
作
り
、
公
共
交
通
と
の
連
携
を
図

る
な
ど
ま
ち
全
体
の
環
境
を
整
え
る
と
こ
ろ
か

ら
、
ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー
の
意
識
高
揚
、
観
光
・
ス

ポ
ー
ツ
事
業
と
の
連
携
、
さ
ら
に
自
転
車
の
楽

し
み
方
の
Ｐ
Ｒ
な
ど
、
総
合
的
に
進
め
て
い
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。
行
政
だ
け
で
は
な
く
、
民

間
の
事
業
者
や
一
般
市
民
の
皆
さ
ん
と
連
携
を

図
る
こ
と
も
大
切
で
す
。
ぜ
ひ
、
皆
さ
ん
の
ご

意
見
を
お
聞
か
せ
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
」

と
、
新
計
画
の
素
案
に
つい
て
説
明
し
て
く
れ
た

宇
都
宮
市
交
通
政
策
課
交
通
計
画
グ
ル
ー
プ
の

田
代
卓
也
さ
ん
。

　
「
宇
都
宮
市
に
は
、
プ
ロ

の
レ
ー
ス
チ
ー
ム
や
豊
か
な

緑
、
緩
や
か
な
大
地
と
い
っ

た
下
地
が
あ
り
ま
す
。
私

自
身
は
、
宇
都
宮
市
は
欧

米
の
よ
う
な
自
転
車
の
ま
ち

に
な
る
可
能
性
を
持
っ
た
ま

ち
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
」
と
、

目
標
実
現
へ
の
意
欲
を
に
じ

ま
せ
ま
す
。

　

世
界
で
最
良
の
自
転
車
都
市
と
呼
ば
れ
る
コ
ペ

ン
ハ
ー
ゲ
ン
の
首
長
に
「
な
ぜ
コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
の
人

は
こ
ん
な
に
自
転
車
が
好
き
な
の
で
す
か
」
と
質

問
す
る
と
、
首
長
は
こ
う
言
っ
た
そ
う
で
す
。「
常

に
自
転
車
が
歓
迎
さ
れ
て
い
る
、
優
遇
さ
れ
て
い

る
と
感
じ
て
い
る
か
ら
こ
そ
、
市
民
が
自
転
車
利

用
を
続
け
て
い
る
ん
で
す
よ
」。
そ
し
て
「
市
の

不
断
の
努
力
の
賜
物
で
す
」と
続
け
た
そ
う
で
す
。

　

今
、
コ
ペ
ンハ
ー
ゲ
ン
市
は
町
中
に
グ
リ
ー
ン
ル
ー

ト
を
敷
き
、
ま
ち
の
中
に
緑
を
増
や
す
計
画
を
進

め
、
２
０
１
５（
平
成
����
）年
ま
で
に
世
界
一
の
サ

イ
ク
リ
ン
グ
都
市
と
な
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま

す
。
そ
の
計
画
推
進
を
、
市
民
の
「
車
よ
り
も

自
転
車
に
乗
る
こ
と
が
ス
テ
ー
タ
ス
」
と
い
う
価

値
観
が
支
え
て
い
ま
す
。

　

市
が
不
断
の
努
力
を
重
ね
、
１
人
ず
つ
で
も
自

転
車
に
乗
る
人
が
増
え
れ
ば
、
自
転
車
で
愉
快
に

暮
ら
す
こ
と
を
望
む
人
が
増
え
れ
ば
、
や
が
て
宇

都
宮
市
が
自
転
車
の
ま
ち
と
し
て
世
界
に
認
め
ら

れ
る
よ
う
に
な
る
可
能
性
は
十
分
に
あ
り
ま
す
。

大
切
な
の
は
、
ペ
ダ
ル
を
こ
ぎ
出
す
こ
と
。
そ
し

て
宇
都
宮
の
ま
ち
の
変
化
を
身
体
全
体
で
感
じ
る

こ
と
な
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
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転
車
の
ま
ち
宇
都
宮
」
を
ア
ピ
ー
ル
す
る

新
た
な
ス
ポ
ッ
ト
「
宮
サ
イ
ク
ル
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
」
が
����
月
２
日
（
土
）、��

Ｊ
Ｒ
宇
都
宮
駅
西
口
に

オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
こ
の
施
設
は
、
市
が
進
め

る
「
自
転
車
の
ま
ち
づ
く
り
」
に
基
づ
く
自
転
車

利
用
者
の
利
便
性
向
上
モ
デ
ル
事
業
と
し
て
運
営
さ

れ
、
自
転
車
利
用
者
の
ニ
ー
ズ
の
把
握
や
、
新
た
な

自
転
車
利
用
の
掘
り
起
こ
し
、
自
転
車
を
活
用
し

た
中
心
市
街
地
の
活
性
化
な
ど
の
検
証
等
を
行
う

こ
と
が
目
的
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
だ
完
成
し
た
ば
か
り
の
真
新
し
い
「
宮
サ
イ
ク

ル
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」
を
訪
ね
る
と
、
シ
ッ
ク
な
印
象
の

建
物
に
大
き
く
「
走
れ
ば
愉
快
だ
宇
都
宮
」
の
文

字
。
何
が
あ
る
の
？��

と
中
を
覗
き
込
む
人
の
姿
も

あ
り
ま
し
た
。
入
口
で
お
出
迎
え
を
す
る
の
は
、
今

夏
の
ふ
る
さ
と
宮
ま
つ
り
開
催
時
に
デ
ビ
ュ
ー
し
た
、

宇
都
宮
ブ
リ
ッツェン
の
公
式
マ
ス
コッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

「
ラ
イ
ト
く
ん
」。
も
ち
ろ
ん
、
施
設
内
に
も
ブ
リ
ッ

ツ
ェン
情
報
が
満
載
。
写
真
集
や
情
報
誌
な
ど
を
自

由
に
閲
覧
で
き
る
ス
ペ
ー
ス
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

目
を
引
く
の
は
、
壁
に
展
示
さ
れ
た
レ
ー
ス
仕

様
の
ス
ポ
ー
ツ
サ
イ
ク
ル
。
他
に
、
ロ
ー
ド
バ
イ
ク

な
ど
の
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
が
用
意
さ
れ
て
お
り
、
簡

単
な
登
録
手
続
の
後
４
時
間
５
０
０
円
、
全
日

１
０
０
０
円
と
い
う
低
料
金
で
レ
ン
タ
ル
す
る
こ
と

が
可
能
な
の
で
、
サ
イ
ク
リ
ン
グ
を
楽
む
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

通
勤
・
通
学
な
ど
で
自
転
車
を
利
用
し
て
い
る

市
民
や
、
県
内
外
か
ら
本
市
を
訪
れ
る
サ
イ
ク
ル

ス
ポ
ー
ツ
フ
ァ
ン
に
と
っ
て
う
れ
し
い
の
は
、
無
料
で

使
用
で
き
る
シ
ャ
ワ
ー
・
ト
イ
レ
と
休
憩
ス
ペ
ー
ス
。

市
内
の
観
光
案
内
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
な
ど
も
揃
っ
て
い

ま
す
。

　

施
設
の
運
営
に
あ
た
る
の
は
、
特
定
非
営
利

活
動
法
人
「
宇
都
宮
ま
ち
づ
く
り
推
進
機
構
」。

同
機
構
の
事
務
局
長
大
岡
幸
雄
さ
ん
は
「
こ
れ
ま

月
����
日（
土
）、
����
日（
日
）に
開
催

さ
れ
た
ジ
ャ
パ
ン
カ
ッ
プ
サ
イ
ク
ル
ロ
ー

ド
レ
ー
ス
２
０
１
０
。
今
年
は
い
つ
も
と
ち
ょっ

と
違
う
と
感
じ
ま
せ
ん
で
し
た
か
？　

今
回

は
、
宇
都
宮
市
大
通
り
を
周
回
（
総
距
離

����
km
）す
る
初
の
ク
リ
テ
リ
ウ
ム
レ
ー
ス
が
開

催
さ
れ
た
の
を
機
に
、
宇
都
宮
商
工
会
議
所

青
年
部
を
中
心
と
し
た
実
行
委
員
会
が
「
サ

イ
ク
ル
シ
テ
ィ
う
つ
の
み
や
２
０
１
０
」を
企
画
。

2
3
2
店
も
の
サ
ポ
ー
ト
店
の
協
力
を
得
て
、

イ
ベ
ン
ト
を
大
い
に
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

　

レ
ー
ス
の
１
カ
月
前
か
ら
実
施
し
た
、
オ
フ
ィ

シ
ャ
ル
ウ
エ
ブ
サ
イ
ト
の
サ
ポ
ー
ト
店
情
報
掲
載

や
、
各
サ
ポ
ー
ト
店
利
用
客
の
み
が
投
票
で
き

る
「
優
勝
チ
ー
ム
当
て
ク
イ
ズ
」
は
大
好
評
。

参
加
し
た
皆
さ
ん
の
「
お
も
て
な
し
の
心
」
は
、

レ
ー
ス
観
戦
に
訪
れ
た
多
く
の
人
に
し
っ
か
り

と
伝
わ
っ
た
よ
う
で
す
。
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で
私
た
ち
は
、
宇
都
宮
中
心
部
の
活
性
化
を
図
る

た
め
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を
展
開
し
て
き
ま
し

た
。
中
心
部
活
性
化
と
い
う
視
点
か
ら
も
、
自

転
車
利
用
の
推
進
に
は
期
待
し
て
い
ま
す
。
宮
サ

イ
ク
ル
ス
テ
ー
シ
ョン
は
、
全
国
的
に
見
て
も
先
駆

的
な
公
共
施
設
。
平
成
����
年
３
月
末
ま
で
の
モ
デ

ル
事
業
で
す
が
、
本
格
整
備
の
た
め
の
基
礎
づ
く

り
と
し
て
、
幅
広
い
事
業
展
開
を
考
え
て
い
ま
す
。

オ
シ
ャ
レ
で
格
好
い
い
乗
り
物
自
転
車
が
浸
透
す

る
こ
と
で
、
宇
都
宮
の
イ
メ
ー
ジ
も
ア
ッ
プ
す
る
の

で
は
」
と
、
こ
の
事
業
に
大
き
な
期
待
を
寄
せ
て

い
ま
す
。「
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
は
、
本
格
的
な
ロ
ー

ド
バ
イ
ク
、
ク
ロ
ス
バ
イ
ク
、
ス
モ
ー
ル
バ
イ
ク
な
ど

����
台
を
用
意
し
て
い
ま
す
。
一
度
乗
っ
て
み
る
と
、

楽
し
さ
が
わ
か
る
と
思
い
ま
す
」
と
言
う
大
岡

事
務
局
長
。
自
転
車
に
触
れ
る
機
会
を
提
供
し
、

自
転
車
フ
ァ
ン
を
増
や
す
こ
と
も
同
施
設
の
役
割

の
ひ
と
つ
で
す
。
さ
ら
に
利
用
者
の
ニ
ー
ズ
を
探
り

な
が
ら
、
自
転
車
の
一
時
預
か
り
や
ロ
ー
ド
バ
イ

ク
走
行
講
習
会
、
自
転
車
を
使
っ
た
フ
ィッ
ト
ネ
ス

講
座
、
街
中
ラ
イ
ド
、
平
日
の
夜
に
宇
都
宮
ブ
リ
ッ

ツェン
の
選
手
と
の
交
流
を
行
う
ブ
リ
ッツェン
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
な
ど
の
開
催
を
検
討
し
て
い
く
予
定
。

今
後
の
展
開
が
楽
し
み
で
す
。
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